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一中だより

「 玄 冬 素 雪 」 ～自分を鍛える学期に～
 

校 長 川 田 英 樹
 
あけましておめでとうございます。全校生徒３６８名、大きな事故等なく新年を迎えられたことを

喜びたいと思います。
１年が始まり、そしてまた、春夏秋冬が始まろうとしています。「春・夏・秋・冬」の四季の移ろ

いを清少納言の枕草子で見てみます。「春はあけぼの」。「春は夜明けがいい。だんだんと白くなっ
てゆく山際の空が少し明るくなって、紫がかった雲が細くたなびいているのがいい」。「夏は夜」。
「夏は夜がいい。月の満月のころは、言うまでもない。闇の月がないときもやはりまたいい。蛍が飛
びかっている光景や、ほんの一匹二匹と、ほのかに光って飛んでいるのも趣がある」。「秋は夕暮
れ」。「秋は夕暮れがいい。夕日がはなやかに映えて、山の端にぐっと近づいたころに烏が巣に帰ろ
うとして、三羽四羽、二羽三羽と、飛び急いでいる様子までも、心がひかれる」。「冬はつとめて」。
「冬は早朝がいい。雪が降っている早朝は、言うまでもない。霜が真っ白におりたのもいい。また、
雪や霜がなくてもとても寒い早朝に、火を急いで起こして、炭を持って行くのも、冬の朝に大変似つ
かわしい」と。
２月４日は立春です。あわただしい日々のなかでも、四季の移ろいを肌で感じながら、一日一日を

大切に過ごしていきたいと思います。今年も「明るくさわやかに、生徒・職員・保護者・地域の人々
が響きあえる学校」をめざしていきます。よろしくお願いします。
３学期始業式で「玄冬素雪（げんとうそせつ）」と

いう言葉を紹介しました。冬の寒さがきわめて厳しい
ことをたとえた言葉です。「冬」は、寒くてつらい季
節ですが、自然界では、生物がひっそりと息をひそめ、
雪の下では新しく輝く季節への準備を着々と進めてい
ます。「冬」は、新たないのちのためにはなくてはな
らない重要な季節です。今日を含め今学期の登校日は、
３年生４０日、１・２年生は５０日しかありません。
３年生にとって、受験という辛い季節かもしれません。
しかし、明るい春への貴重な季節であることをしっか
り認識して、自分自身を鍛えてほしいと思います。そ
して、１・２年生も次年度に向けて、学習・部活など辛いことにも挑戦してやりきってください。
３学期に頑張ってほしいことも話をしました。「感謝の気持ちをもって行動する」ということです。

具体的には「掃除を一生懸命にする」ことです。４５年目を迎えた校舎。修理箇所も多くなってきま
したが、感謝の気持ちを込めて校舎を磨いていき、後輩たちに美しい校舎が引き継がれることを願っ
ています。それでは、昨日より今日、今日より明日と、より素敵な自分を目指していきましょう。

凛と張り詰めた１月８日「始業式」

生徒指導部では、月ごとに重点指導事項を設け、その一環として各クラスに

啓発ポスターを掲げています。１月は、“「自ら動く」～求められる一歩先へ～”、

その具体例として、「先手挨拶」「家庭学習」「掃除」「係・当番活動」を挙げま

した。浜田一中には、学校生活のさまざまな場面で、細かな指示をよく聞き、素

直に物事に取り組むことができる生徒が大勢います。しかし、ときどきですが大

人からの指示を待つのではなく、自らすすんで行動してくれればと感じる瞬間

もあります。

お子様のご家庭での様子はいかがですか。自立心や主体性を伸ばすために

は、「生活リズムを整える」ことが最初の鍵になります。毎日のルーティーンが定

まることで、自ずと「次に何をすればよいか」がわかるようになります。勉強、部

活、友達付き合いなど忙しい中学校生活ですが、それぞれの状況に応じた生活

リズムの確立はやはり大切です。 （生徒指導主事 段）

生徒指導の窓

１月の啓発ポスター



伝統をつなぎ、高める生徒会 ～バトンタッチ～

2025 2026
会長 竹田 睦（３年）

私は、生徒会長として活動してきました。生

徒会は大変なことも多く、役員同士で意見がぶ

つかることもありましたが、周囲の意見に耳を

傾けながら、より良い学校を目指して話し合っ

てきました。その中で、仲間と協力することの

大切さに気付けたり、企画力がついたりと、い

ろいろな点で成長することができました。次の

生徒会の皆さんも、これまでの経験を参考にし

ながら、自分たちらしい生徒会を築いてほしい

と思います。失敗を恐れずに挑戦して、頑張っ

てください。

副会長 佐々木苑乃（３年）
まずは、第７９期生徒会を最後まで生徒会役員

２５人全員で終えることができたことをうれしく
思っています。生徒会活動は、新しい挑戦ばかり
で忙しさもありましたが、みんなと一緒に行事な
どの準備をした時間や、実際に企画を運営した経
験は、私にとって大切な宝物になりました。生徒
の皆さんの意見を受けてしっかりと行動に移し、
これからにつなげることができたと感じています。
一年間ありがとうございました。
第８０期生徒会の皆さんには、失敗を恐れず、

やりたいことはすべて挑戦してほしいと思ってい
ます。行動を起こすことで得た発見や、自分たち
の力で実現させるという経験を大切にして、より
良い学校へと導いてほしいと思います。

副会長 福田 悠生（３年）
一年間、僕たち第７９期生徒会を支えてくだ

さり、ありがとうございました。僕は他の生徒
会メンバーよりこなせる事も少なく、迷惑をか
けることもありましたが、全校生徒の皆さん、
先生方、第７９期生徒会役員のみんな、たくさ
んの人たちの協力でやり抜くことができました。
学校行事や生徒集会でも全校の皆さんが楽しん
でくれたので、僕たちも楽しく運営することが
できました。
生徒会での経験は本当に短くて濃いものでし

た。一年間支えていただき、本当にありがとう
ございました。

会長 寺井孝志郎（２年）
浜田一中の生徒会長になりました寺井孝志郎

です。僕がこれからの生徒会で大事にしていく
ことは二つあります。一つ目は、演説の時に話
した通り、残していく伝統はしっかり守り、よ
り良くする改革は胸を張って実行していくこと
です。二つ目は、みんなと「一緒に」というこ
とです。演説の時に、新しい浜田一中を誰と
「一緒に」創っていきたいか、誰をパートナー
にしたいのかを選んでほしいと話しました。
「一緒に」という言葉を一番に考えて、生徒会
の企画、活動をしていきたいです。これからよ
ろしくお願いします。

副会長 岡 陽真（２年）
この度、副会長になりました岡陽真です。僕が

目指す学校像は「一期一会」です。この一期一会
には、一生に一度しかない中学校生活を存分に楽
しむという想いが込められています。これを実現
させるために、誰もが楽しめるような企画を計画
していきたいです。また、月１回のアンケートを
して、できるだけ多くの意見を取り入れるなど創
意工夫を行いたいです。そして、全校生徒のみな
さんの記憶に残る浜田一中を生徒会でつくりたい
です。さらに、「副会長」として生徒会長を支え
つつ、浜田一中と生徒も支えていきます。まだま
だ未熟ですが、精一杯頑張ります。

副会長 中田 礼音（２年）
この度、副会長に就任しました中田礼音です。

まず、私を信頼し投票してくださり、ありがとう
ございました。
選挙の時に挙げた公約を早く実現させたいと

思っています。挨拶運動などはすぐにでもできる
よう生徒会で協力して頑張ります。また、言った
だけで終わりにするのではなく、しっかりと目に
見える変化となるよう取り組んでいきます。そし
て、先輩方が築いてこられた伝統を大切にするこ
とはもちろん、今の私たちでその価値を高め、さ
らによりよい学校をつくっていきましょう。
一年間、誠心誠意務めます。これからよろしく

お願いします。

私たちが中心となって頑張ります！
【生徒会本部】

会 長／寺井孝志郎 副会長／岡 陽真 中田 礼音
議 長／杉本 奏依 副議長／山本 隼叶
書 記／皆田 結梨 山本悠希音 会 計／山本 康介 吉野 晴香

【専門委員会 正副委員長】
生活【正】遠藤 美咲 【副】出江 陸人 文化【正】岩原 心音 【副】酒井 隆成
美化【正】小林 千桜 【副】金崎 陽真 保健【正】大矢 彩乃 【副】清本 幹太
体育【正】山本 一瑳 【副】南場 思乃 放送【正】森田 蒼士 【副】市山 芽依
図書【正】上山 清生 【副】平薮由梨愛 給食【正】武田 光生 【副】中田 光
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